
2015年のバックラッシュ

＠復興加速化指針改訂：

2017年3月までの避難指示
解除（1年後に賠償打ち切り）

＠応急仮設住宅：自主避難者は
2017年3月打ち切り

①住宅支援

・応急仮設打ち切り

．公営住宅の入居円滑化
ーラ骨抜き

・福島県の緩和策

・母子避難者への影響

" 
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①住宅支援

②健康診断

③避難解除

（南相馬訴訟）

①住宅支援

・避難か貧困か

・被ぱくを避ける最低限の支援

としての住宅支援の継続を
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②健康影響

• 152人の甲状腺がん
特に本格検査39人中37人
は先行検査でA判定

②健康影響

1歳児の甲状腺吸収線量
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（単位はmGyo食品経由を除く。 UNSCEAR,2013) 
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②健康影響

＠福島県県南：

40倍（95%信頼区間：17-80倍）

(Tsuda et alリ 2015)

②健康影響

・支援法

－福島県外（「一定の線量J)

一国による措置

ー甲状腺がん以外の疾病

．健康手帳
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③避難指示解除

避難への支援の打ち切り
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南相馬市圏特定避難勧奨地点

①年間20mSvで、指定

②2014年12月解除

避難解除がもたらすもの

支援・賠償の打ち切り

↓ 

帰還の強要
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1mSvまで避難への

支援 E賠償の継続を！
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南棺馬
特定避難勧奨地点
解除取消訴訟の概要

東京地方裁判所

第1次：4月17日

第2次：6月21日

原告

地点指定世帯

＋ 

近隣の世帯
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原告

地点指定世帯：94世帯

近隣の世帯： 112世帯

合計：206世帯（808名）

,, 

地点指定世帯と原告

圃参加

・3参加
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全行政区長が参加

'"' 

請求の趣旨

1解除の取消し or

地点に指定されている地位確認

2 一人10万円の賠償請求

'" 

地域が一体となっての

異議申立

違法論1

事故前のルール＝公衆1ミリ

に違反している

1位

却 4



違法論2 ICR P勧告

国が採用しているICRPの
①正当化の原則

勧告に違反している
放射線被ぱくの状況を

変更させるいかなる決定も

害より便益を大きくすべき

ms 1凶

ICR P勧告 ICRP勧告

②最適化の原則

被ばくは合理的に達成できる ③参考レベルは1～20ミリの

限り低く保つべき 下方部分から選択
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東京旬力株式会社福島第ー原子力発電所事故におりる

緊急防簸繍置の熔融に関する考え方！とついて•－－（；啓一

違法論3
平成周年...日

原子力安金者員会

' 基本的考え方

（＞〕解輸の条件

手続が不当

①新たな防護策の策定なし

②住民関与の枠組みなし

9従来憶力傍式会社福島第ー原子カ弱電所事故において業鑑されている名種の
緊急防館締髭，.媛、 E室内退避噂配人緊急時匂に実路すペき欽射線·~·のため
の持虚｝の解除に当たっては以下の条件を湖たすこkが釜本になるものと考
えるh
酬棚嗣の目的出会叫臨時勉肘＂＂峰山 2即

刻降主れl¥予 J., 1111<1州V防 当Z主婦置が霞ff'.＇＜れ..岡崎の裟 m y捻寄肱裡

酔倒的…打開一一色炉 }> ~llllr 

皇室主室主主

＇＂＇加たな B布陣術鑑をの閥盤
緊急防1量裕置の仰除に自たっては透明じえな智廻守防挽改善措置管の獅たな
防後初既の実~＇必豆となる働合が多も、このため、以下の点に留島する必要
がある．
提供町奮栂置の錨険医当舟司γ市ろ，宅金衛合必跡陪鎗悟の窓簡略衡を益L

肉醐柑仇＇酌醐.：！＞R~十 同適切 z鎚除するとJい

1的

，，，鳩元の自愉体。住民等との暗闇盤

緊急防館情毘の叫佑k新たか妨蹟格障を効率台払効果的に実鳴する允めには
関連タる地元の自f肉体！住民等を快定プロセスζ.加させるととが.嬰であるh
これによ。て‘訴たなあ岨緒置についても理解が探まるこJとから その実効性
が向上すると2とも位 阿滑に民飽きれるとk泊9切符される．このため以下の
点に惚怠する必要がある．
e繋汁肱防管制昏白骨砂値峰， 省伺 P嘗湿~凶担白跡調従量笠監査主主盤盟宣量笠

日歩合盛柏町－~~，~~－肉拙仲間以畑町時制み

主鍵盤h盛盟主選且玄ゑよ主 "' 

福島県南沼周市におけ'6特定迎躍動築地点の解除について

平成＂年 4ll 1 7目

録子力製寄現地対策本協

違法論3 ,. 本日．福島県南網島市明寺足坦隊勧銀地点等の住民か与問地点の鰐除

に剥して鑓討が待われた．

①新たな防護策の策定なし

②住民関与の枠組みなし

2 衛.. 馬市の将~脅威勧頚地点の解除についてま、市による隊染の給調降、

指定時と比鮫じて毒事寵が大師に低下し園照的将単的知見を踏まえて

平反＂年 12月に原子力災害対僚本書軍す決定省れた要件である年間

Z加射を十分に下回.状況こなっていることを確隠の上行っている．

3守 忽険に笥たっては、干有罪応住民の理躍を得るぺ〈、防年，..と＂月に

官十4悶．住民悦刷会を行ヨたほか、

高木本邸長以下．匿の職員による戸別訪問

線量生不安に対す.網野』窓口の路震

司被地内の~;!l!刻定＂ぴ謂婦

などの取組を行っており解除後もζラした湾総を微鏡して行ってき

ている．

4. 今後も繭招沼市の本格復興tご向けて政府援あげて全力で取り組む．
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訴訟の意義1

政府の避難政策を正面から

問う初の訴訟

被害者の権利を問うことの意味

・被害者の権利を保障する

・国や東電の被害者への義務を
果たさせる

m 

－福島事故の被害を忘れさせない

11S 

訴訟の意義2

健康を守る

避難する権利を守る

当事者の団結という希望

・原発事故被害者団体連絡会
（ひだんれん） 5月

・「避難の権利」を求める全国
避難者の会 10月

"' 
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支援法

m 

ありがとうございました

n, 

当事者の声を反映させる

仕組みを

ns 


